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令和３年度一般会計予算案３０１億円など可決
国民健康保険税条例の一部改正など可決

～３月定例会一般質問について～
　市議会では市役所職員がワクチン接種をはじめとした新型コロナウイルス感染症対策に専念できるよう、
一般質問を実施しませんでした。

我野神社

市街地への足（飯能市乗合ワゴンの実証運行始まる）
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３月定例会が開催されました
　３月定例会は、２月１２日から３月３日までの２０日間開かれ、
市長提出議案３５件、議員提出議案１件、請願２件について審議
等を行い、すべて議決いたしました。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○の中の数字は議案番号(順不同)

▼　
　

▲

令和３年５月１日　はんのう市議会だより　第159号　●２

⑰
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

　
　

予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

　　
　

第
５
次
飯
能
市
総
合
振
興
計

　
　

画
に
掲
げ
る
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
オ
ー
ル
飯
能
体
制
で

実
行
す
る
と
と
も
に
、
政
策
効
果

の
高
い
財
源
配
分
と
な
る
よ
う
事

業
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
、
公
費

負
担
の
抑
制
を
念
頭
に
置
き
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
等
を
予
算
編
成

基
本
方
針
と
し
、
３
年
連
続
の
増

額
予
算
と
し
た
。

　
　

歳
入
の
特
徴
は
。

　　
　

前
年
度
と
比
較
し
、
新
型
コ

　
　

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
減
収
見
込
み
と
し
た
市
税

等
の
自
主
財
源
に
対
し
、
地
方
交

付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
依

存
財
源
の
増
額
に
よ
り
収
支
均
衡

を
図
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　

美
杉
台
・
南
高
麗
の
小
中
学

　
　

校
の
児
童
生
徒
数
の
課
題
に

対
す
る
検
討
は
。

　
　

美
杉
台
小
中
学
校
の
児
童
生

　
　

徒
が
、南
高
麗
小
中
学
校
へ
の

通
学
を
選
択
で
き
る
制
度
の
創
設

に
向
け
て
両
地
区
の
自
治
会
連
合

会
支
部
長
、美
杉
台
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役

員
に
説
明
を
始
め
、今
後
、両
地
区

の
自
治
会
長
や
保
護
者
、学
校
運
営

協
議
会
等
に
説
明
を
行
い
、具
体
的

な
協
議
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
内

　
　

容
は
。

　
　

２
月
15
日
に
埼
玉
県
西
部
地

　
　

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お

い
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
共
同

宣
言
を
行
い
、
①
森
林
の
整
備
、

保
全
、
そ
の
活
用
、
②
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、
③
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
促
進
と
い
う
柱
を
立

て
、
本
市
は
①
に
つ
い
て
主
導
的

な
立
場
で
推
進
し
て
い
く
。

　
　

ノ
ー
ラ
名
栗
に
お
け
る
グ
ラ

　
　

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
内
容
に
つ

い
て
は
。

　
　

単
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
祝

　
　

し
た
一
過
性
の
も
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
名
栗
地
域
の

創
生
に
向
け
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
実

行
委
員
会
に
は
、
地
元
住
民
、
地
元

団
体
、
市
、
指
定
管
理
者
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
関
係
者
等
を
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
乗
合
事
業
の
効
果
は
。

　
　

３
月
10
日
か
ら
精
明
・
加
治

　
　

地
区
に
お
い
て「
飯
能
市
乗
合

ワ
ゴ
ン
」の
実
証
運
行
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
は
、
公
共
交
通
が
不
十
分

な
地
域
か
ら
商
業
施
設
、
医
療
機

関
、
市
役
所
等
へ
の
移
動
が
で
き

る
交
通
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ

る
。
令
和
３
年
度
中
に
検
証
し
、

運
行
内
容
を
見
直
し
て
本
格
運
行

に
切
り
替
え
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

建
築
物
耐
震
化
促
進
計
画
の

　
　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策

と
は
。

　
　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金

　
　

等
は
引
き
続
き
実
施
し
、
旧

耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
で
耐
震
診

断
に
よ
り
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
住
宅
の
解
体
や
除
却
に
対
す
る

補
助
金
及
び
安
全
性
が
確
保
さ
れ

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
除
却
、
撤
去
に
対
す
る
補
助

金
を
新
た
に
創
設
す
る
。

　

討
論

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
や
緊
急
経
済
対
策
な
ど
評
価

で
き
る
も
の
は
あ
る
が
、
都
市
計

画
税
が
最
高
税
率
で
あ
る
こ
と
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
の
廃
止

は
遠
隔
地
の
利
用
者
を
切
り
捨
て

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
保
育
所
及

び
学
校
の
給
食
は
食
育
の
一
環
で

あ
り
民
間
委
託
で
は
な
く
直
営
と

す
る
こ
と
、
ノ
ー
ラ
名
栗
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
実
行
委
員
会
へ
の
多

額
の
補
助
金
は
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
、
阿
須
山
中
の
土

地
の
取
得
目
的
が
明
確
で
な
い
こ

と
等
か
ら
、
反
対
す
る
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
る
中
、
し
っ
か
り
と
市
民

に
寄
り
添
い
、
こ
れ
か
ら
の
市
の

発
展
を
見
据
え
た
予
算
案
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
長
年
に
わ
た
る
大

き
な
課
題
で
あ
っ
た
土
地
開
発
公

社
の
債
務
処
理
及
び
解
散
に
向
け

た
予
算
計
上
は
、
孫
の
代
ま
で
負

債
を
野
放
し
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
大
き
な
判
断
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

定
例
会
初
日
に
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
概
要
説
明
が
市
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
円
、
率
に
し
て
１
・
０
％
増
の
総
額
３
０
１
億
円
と
し
、
一
般
会
計
に
８
つ
の

特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
の
予
算
を
合
算
し
た
市
全
体
の
予
算
総
額
は
、
５
５
１
億
７
６
７
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
２
・
８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、「
市
民
一
人
の
漏
れ
も
な
い
幸
せ
」
を
願
い
、
発
展
都
市

へ
の
飛
躍
、
真
の
森
林
文
化
都
市
へ
の
躍
動
、
行
政
の
持
続
可
能
な
発
展
と
継
続
性
、
そ
れ
に
向
け
た
大
き
な
挑
戦
の
気
持

ち
を
も
っ
て
予
算
編
成
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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請　

願

要　

望

▼　
　

▲

▼　
　

▲

▼　
　

▲

算
定
金
額
を
計
上
し
た
た
め
増
額

と
な
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
国
保
税

の
ほ
か
に
国
保
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
等
で
対
応
す
る
。

⑯
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

飯
能
市
土
地
開
発
公
社
か
ら
飯

能
市
大
字
阿
須
山
中
８
９
６
番
ほ

か
４
筆
の
土
地
を
取
得
す
る
た
め

提
案
す
る
も
の
。

●3　　令和３年５月１日　はんのう市議会だより　第159号

④
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度

額
を
改
正
す
る
た
め
提
案
す
る
も

の
。

⑱
令
和
３
年
度
飯
能
市
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
事
業

勘
定
は
86
億
６
０
２
２
万
８
千
円
、

南
高
麗
診
療
所
勘
定
は
６
８
９
８

万
９
千
円
、
名
栗
診
療
所
勘
定
は

６
８
７
４
万
４
千
円
と
定
め
る
た

め
提
案
す
る
も
の
。

①「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
・
日
本

政
府
が
速
や
か
に
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名
し
、
国
会
が

批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」を
提
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
請
願

 

不
採
択
（
多
数
）

②
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
に
し
な
い
よ
う
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

不
採
択（
多
数
）

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）３
月

定
例
会
の
一
般
質
問
を
通
常
通

り
行
う
よ
う
要
望
し
ま
す

　

主
要
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て

老
朽
管
布
設
替
事
業
２
億
８
０
７

１
万
２
千
円
、
配
水
管
網
整
備
事

業
１
億
５
０
１
０
万
円
、
取
水
・

浄
水
・
配
水
施
設
等
整
備
事
業
８

７
０
４
万
７
千
円
を
予
定
。

〇
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

提
出
者原

水
爆
禁
止
飯
能
市
協
議
会

事
務
局
長　

菅
間　

徹

外
６
名

提
出
者

飯
能
市
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
会

代
表　

野
尻　

一
夫

提
出
者

平
賀　

千
草

外
３
名 

㉖
令
和
３
年
度
飯
能
市
水
道
事
業

　

会
計
予
算

㉔
令
和
３
年
度
飯
能
市
後
期
高
齢

　

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
10
億

８
４
１
２
万
５
千
円
と
定
め
る
た

め
提
案
す
る
も
の
。

　

改
正
の
経
緯
は
。

　
　
　

地
方
税
法
施
行
令
に
つ
い
て
は

　
　

令
和
２
年
３
月
に
改
正
済
み
で

あ
り
、
本
市
で
は
１
年
遅
れ
の
令

和
３
年
度
課
税
分
か
ら
適
用
さ
せ

る
も
の
。
令
和
３
年
度
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
景
気
の
動
向
が
不
透
明

の
た
め
、
賦
課
限
度
額
は
据
え
置

く
方
向
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
の
最
終
的
な
財
政
負
担

　

の
試
算
を
公
開
す
る
か
。

　
　

土
地
取
得
価
格
約
14
億
円
、

　
　

支
払
利
息
約
５
億
４
０
０
０
万

円
、
埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創
造
貸
付

金
の
支
払
利
息
約
２
５
０
０
万
円

と
試
算
し
、
最
終
的
な
本
市
の
財

政
負
担
は
約
19
億
７
０
０
０
万
円

と
な
り
、
最
終
決
算
や
経
緯
を
説

明
す
る
こ
と
は
当
然
の
責
務
と
考

え
て
い
る
。

　

討
論

　　

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
事
業
と
大

規
模
太
陽
光
発
電
事
業
は
地
方
創
生

に
資
す
る
と
し
て
い
る
が
具
体
的
な

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
事

業
の
実
態
は
ま
だ
ま
だ
市
民
に
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
反
対

す
る
。

　　

議
会
で
の
度
重
な
る
議
論
を
踏

ま
え
、
民
間
事
業
者
の
提
案
を
求

め
る
こ
と
と
し
、
活
用
が
図
ら
れ

て
い
な
い
市
有
資
産
を
有
効
活
用

し
て
自
主
財
源
を
確
保
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
方
創
生
に
資
す
る
す

ば
ら
し
い
事
業
で
あ
る
た
め
、
賛

成
す
る
。

　

予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

　　
　

国
保
の
加
入
者
数
が
年
々
減

　
　

少
し
て
い
る
傾
向
を
基
に
、
歳

入
は
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
減
額

を
見
込
ん
だ
。
歳
出
も
保
険
給
付
費

等
の
減
額
を
見
込
ん
だ
が
、
保
険
事

業
費
納
付
金
は
県
か
ら
示
さ
れ
た
本

　

加
入
者
の
動
向
と
予
算
編
成

　

の
特
徴
は
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

　
　

加
入
者
は
、
毎
年
平
均
約
４

３
０
人
の
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
る

た
め
、
加
入
者
の
増
加
と
医
療
費

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
令
和
３

年
度
か
ら
保
険
料
の
納
付
方
法
の

利
便
性
拡
大
を
図
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き

る
よ
う
委
託
料
を
新
規
に
計
上
し

て
い
る
。

　

討
論

　　

民
間
の
健
康
保
険
組
合
と
同
様

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
範
囲

内
の
追
加
事
業
や
一
般
会
計
で
の

保
険
事
業
を
含
め
、
医
療
費
増
加

へ
の
対
策
を
市
で
追
加
す
る
こ
と

で
改
善
が
見
込
め
る
と
考
え
る
が
、

広
域
連
合
へ
効
果
を
見
込
め
る
歳

出
削
減
の
提
言
が
な
い
こ
と
等
か

ら
、
反
対
す
る
。

　

給
水
量
の
見
込
み
と
本
郷
浄

　

水
場
の
水
利
権
は
。

　
　

給
水
量
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
に
よ
る
配
水
量
へ
の

影
響
を
見
込
み
、
若
干
の
減
を
予
定

し
て
い
る
。
本
郷
浄
水
場
の
水
利
権

は
、
浄
水
施
設
等
再
構
築
事
業
が

完
了
後
に
水
需
要
の
動
向
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

　

討
論

　　

県
水
受
水
量
は
県
水
導
入
当
初
の

日
量
１
０
０
０
ト
ン
ま
で
の
協
定
見

直
し
を
求
め
る
こ
と
、
令
和
４
年
度

以
降
の
本
郷
浄
水
場
の
休
止
に
よ
り

水
利
権
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
反
対
す
る
。

　　

建
設
改
良
事
業
に
重
点
的
な
予

算
配
分
が
さ
れ
、
中
期
経
営
計
画

に
基
づ
く
安
定
供
給
へ
の
取
組
に

力
を
入
れ
た
予
算
編
成
で
あ
る
こ

と
、
県
水
受
水
量
の
見
直
し
は
高

く
評
価
で
き
、
水
利
権
に
つ
い
て

も
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
の
こ

と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

市
民
か
ら

　

市
議
会
へ
提
出
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　　議会に提出された議案や請願は議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をす専門的により詳しく審査をするた
め総務教育め総務教育、生活福祉生活福祉、経済建経済建設の３つの設の３つの常任委員会に付常任委員会に付託されま託されます。す。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）○の中の数字は議案番号（順不同）

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をするた
め総務教育、生活福祉、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

●●　●●
　
●　

●

●●●　●

●●　●　●●●

●●●●●

生
活
福
祉
委
員
会

総
務
教
育
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

●

　

埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創
造
貸
付
金

の
返
済
利
子
は
、
今
ま
で
の
借
り
入

れ
分
が
最
低
利
率
０
・
０
０
５
％
か

ら
借
り
入
れ
で
き
て
い
た
こ
と
。

　

事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
十
分
に
周
知

し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　　

市
税
に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動

へ
の
影
響
の
長
期
化
で
法
人
税
が
減

少
す
る
こ
と
に
加
え
、給
与
所
得
の

減
少
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
減
少
等

を
見
込
み
、前
年
度
比
約
４
億
円
の

減
と
し
た
こ
と
。

　

国
が
示
し
た
地
方
財
政
対
策
で

は
、地
方
交
付
税
５・１
％
の
増
額
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、本
市
の
歳
入

見
込
み
や
歳
出
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
見

込
み
等
を
勘
案
し
て
、地
方
交
付
税

を
約
33
億
円
計
上
し
た
こ
と
。

　

地
方
税
収
は
大
幅
な
減
額
を
見
込

み
、地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策

債
を
一
体
的
に
し
て
財
源
不
足
に
備

え
る
考
え
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ

り
約
１
４
０
世
帯
、
約
３
０
０
人

が
影
響
を
受
け
る
こ
と
。

　

賦
課
限
度
額
の
改
正
は
経
済
状

況
や
景
気
動
向
に
よ
り
国
が
判
断

す
る
も
の
で
、
経
済
が
低
迷
す
れ

ば
下
が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

乗
合
ワ
ゴ
ン
の
運
行
は
本
市
の

委
託
事
業
で
は
な
く
事
業
者
の
事
業

で
あ
り
、本
市
か
ら
は
補
助
金
を
支

出
す
る
こ
と
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事

務
の
業
務
委
託
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

専
用
端
末
機
の
使
用
や
静
脈
確
認

等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
た
め
、安

全
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
は
、利

用
者
の
減
少
の
ほ
か
、地
区
ご
と
の

移
動
手
段
の
確
立
や
公
共
交
通
機

関
の
維
持
も
必
要
な
こ
と
か
ら
廃

止
の
結
論
と
な
っ
た
こ
と
。

　

保
育
所
給
食
の
民
間
委
託
に
よ

り
、民
間
の
技
術
や
経
験
を
活
用

し
、今
ま
で
と
同
様
に
安
全・安
心
、

安
定
的
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

令
和
元
年
度
決
算
で
は
、所
得
５

０
０
万
円
以
上
で
国
保
税
の
滞
納

者
が
１
３
３
人
で
あ
る
こ
と
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児
は
均

等
割
が
最
大
５
割
軽
減
と
な
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

軽
減
特
例
の
見
直
し
の
該
当
者
は

約
２
１
０
０
人
で
一
人
当
た
り
年
額

３
１
３
０
円
が
増
額
に
な
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

市
税
の
減
収
は
交
付
税
の
増
額

等
で
補
え
る
見
込
み
で
あ
る
が
、今

回
起
債
す
る
減
収
補
て
ん
債
等
に

よ
り
本
年
度
の
財
政
運
営
は
持
ち
こ

た
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

令和３年５月１日　はんのう市議会だより　第159号　●4

⑯
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

⑰
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

33
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
12
号
）

④
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

⑬
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て
（
飯
能
市
さ
わ
ら

　

び
の
湯
）

⑰
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

⑱
令
和
３
年
度
飯
能
市
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
予
算

㉔
令
和
３
年
度
飯
能
市
後
期
高
齢

　

者
医
療
特
別
会
計
予
算

⑰
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

㉖
令
和
３
年
度
飯
能
市
水
道
事
業

　

会
計
予
算

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

運
営
事
業
に
つ
い
て
、３
年
間
の
瑕

疵
担
保
で
あ
っ
た
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
や
機
器
等
の
点
検
整
備
等
の

費
用
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
。

　

ノ
ー
ラ
名
栗
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
は
、内
覧
会
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、森
林
体
験
ツ
ア
ー
の
ほ
か
地
域

の
方
と
名
栗
を
盛
り
上
げ
る
に
相

応
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、県
補
助

金
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
。

　

カ
ヌ
ー
工
房
に
つ
い
て
は
、施
設

等
の
譲
渡
を
前
提
と
し
た
完
全
民

営
化
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、埼
玉

県
等
と
協
議
し
て
課
題
を
整
理
し

て
い
る
こ
と
。

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、飯
能
大
橋
の
修
繕
工
事

及
び
矢
久
橋
の
修
繕
設
計
を
行
う

予
定
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

民
間
譲
渡
も
視
野
に
入
れ
、当
該

施
設
の
市
場
性
等
の
確
認
を
す
る
た

め
、調
査
委
託
料
を
計
上
し
た
こ
と
。

　

令
和
４
年
度
に
浄
水
施
設
等
再

構
築
事
業
が
終
了
後
、本
郷
浄
水
場

を
休
止
す
る
た
め
、施
設
利
用
率
が

上
が
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　

令
和
３
年
１
月
末
の
有
収
率
は

約
84
％
で
あ
り
、だ
い
ぶ
改
善
が
進

ん
で
い
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）
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策策
定
協
議
会
が

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

議案
番号 議決結果議　　　　　案　　　　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

議案
番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

　

市
議
会
は
、
飯
能
市
の
中
・

長
期
的
な
計
画
の
策
定
過
程
に

お
い
て
、
市
長
等
に
対
し
、
議

会
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る
よ

う
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

１
月
20
日
に
は
、
第
２
次
飯

能
市
教
育
大
綱
及
び
第
３
期
飯

能
市
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定

協
議
会
と
飯
能
市
介
護
保
険
事

業
計
画
及
び
老
人
福
祉
計
画
第

８
期
計
画
策
定
協
議
会
の
２
つ

の
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●5　　令和３年５月１日　はんのう市議会だより　第159号

（

欠
　
員
）

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人

議提1 平沼弘議長不信任決議 ○ × × － × 除 × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × 否　　決

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

（

欠
　
員
）

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人

4 飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10 令和２年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第４号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

11 令和２年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

16 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

17 令和３年度飯能市一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

18 令和３年度飯能市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

23 令和３年度飯能市介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

24 令和３年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

25 令和３年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

26 令和３年度飯能市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願1 × × × × × － × × × ○ ○ ○ × × × × × 不採択

請願2 × × × × × － × × × ○ ○ ○ × × × × × 不採択

32 原案可決

1 承　　認

2 原案可決

3 原案可決

5 原案可決

6 原案可決

7 原案可決

8 原案可決

9 原案可決

12 原案可決

13 原案可決

14 原案可決

15 原案可決

19 原案可決

20 原案可決

21 原案可決

22 原案可決

27 原案可決

28 原案可決

29 原案可決

30 原案可決

31 原案可決

33 原案可決

34 原案可決

35 原案可決

　
　

※１　除斥：議会における審議の公正を期するために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することができない制度のこと。

※野口和彦議員は副議長のため、採決には加わっていません。

■賛否が分かれた議案等② ※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

令和２年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和２年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

令和２年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和２年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和３年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算

令和２年度飯能市下水道事業会計補正予算（第２号）

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第１１号）

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度飯能市一般会計補正予算（第１０号））

■賛否が分かれた議案①

令和３年３月定例会　議決結果

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員、「除」は除斥（※１）の議員

　
　

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第１３号）

令和３年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第１２号）

飯能市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

飯能市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

■全会一致の議案

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

飯能市子ども医療費の支給に関する条例等の一部を改正する条例

飯能市介護保険条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市下水道事業会計予算

飯能市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市さわらびの湯）

市道路線の認定について（大字双柳地内）

契約の一部変更について（小岩井元小岩井線（市道１－２６０２号線）道路改良工事）

令和３年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算

令和３年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１号）

飯能市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

策定協議会策定協議会策定協議会

（
欠　

員
）

「唯一の戦争被爆国・日本政府が速やかに核兵器禁止条
約に署名し、国会が批准することを求める意見書」を提
出することについての請願

７５歳以上の医療費窓口負担２割にしないよう意見書の
提出を求める請願書
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◎内田　健次　　○関田　直子　　松橋　律子
　滝沢　　修　　　砂長　恒夫　　鳥居　誠明

2月12日

17日
18日

19日
22日
24日
25日

3月   3日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議員提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論
・採決
議案質疑
議案質疑、市長提出先議議案の討論・採決
議案及び請願の委員会付託
常任委員会（総務教育・経済建設）
常任委員会（経済建設）
常任委員会（生活福祉）
常任委員会（生活福祉）
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・質疑・討論・採決
閉会

広報委員会
第２次飯能市教育大綱及び第３期飯能市教育
振興基本計画策定協議会
飯能市介護保険事業計画及び老人福祉計画第
８期計画策定協議会
代表者会議
埼玉西部消防組合議会定例会

全員協議会
全国市議会議長会基地協議会総会（書面会議）
広域飯能斎場組合議会定例会
議会運営委員会
第１回定例会（３月３日まで）
広報委員会

埼玉県都市競艇組合議会定例会
　
　
広報委員会

7日
20日

26日
29日
　
　

　2日

5日
9日
12日

　
29日
　
　
6日       

　主君・織田信長のもと天下統一へ貢献した稀有な名将と
知られる「明智光秀」の雄姿を描いたドラマが終わった。「世
を平らにしたい」強い志に学ぶことが多くあった。
　次は、深谷市生誕の「渋沢栄一」の生涯を描くドラマがス
タートした。日本資本主義の父とも言われ、新一万円札の顔
として注目され、この時代に初の銀行の設立、約５００社以
上の企業育成、大学をはじめとする教育機関の設立等、多岐
にわたり活躍された人物像をこの機会に学びたい。
　とても足元には及ばないが、改めて議員活動に生かせれ
ばとの思いである。

（砂長）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の５月臨時会は
５月１８日開会予定です。
また、６月定例会は
６月４日開会予定です。

６月定例会の会期日程等は６月１日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

5/1～5/6、5/21～5/24、6/12～6/17

３月定例会

１月

２月

３月

４月

（埼玉県都市競艇組合主催分）

我野神社我野神社我野神社

市議会傍聴のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、本会議
及び委員会等の傍聴については、できる限りの自粛をお
願いしています。
　また、傍聴される方には、以下のお願いをしています。
ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

　１ 咳エチケット、マスクの着用
　２ 手洗い及び傍聴席入り口での手指消毒
　３ 他の傍聴者との間隔をあけた着席
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